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研究成果の概要（和文）：本研究は「オーストラリアと日本の自治体における業務記録管理システムの比較研究」（課
題番号18330117、2006～2008年度）の成果をもとに構想・推進された。当初はオーストラリアのヴィクトリア州を主た
る研究対象とし、電子ネットワーク時代の政府がどのようにアカウンタビリティ確保に努めているかを調査・研究した
が、政府も含め組織や団体がみずからの記録をどう扱うかということ自体が歴史的、社会的、文化的な影響を強く受け
ること、記録の扱い方と社会のあり方に強い相関のあることを踏まえ、世界各地の特徴的な地域で調査を推進し、一方
でその成果の国際学会等での報告を通じ、国際的な研究ネットワーク構築を進めた。

研究成果の概要（英文）：This research project is based on the Comparative research on record management sy
stem of public administrative organizations between Australia and Japan (2006-2008). Its main purpose was 
to learn how the Victorian government made their administrational records accessible to the public on the 
Internet in this digital age. The on-site research revealed that the attitude toward the governmental reco
rds differs from country to country depending on the historical, social, and cultural context. According t
o this finding, we conducted the on-site research in several characteristic countries and held a research 
session at the international conference of academics.
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１．研究開始当初の背景 
日本での公的記録への関心は、しばしば記

録の改竄や廃棄など負の側面に向き、アーカ
イブズの積極的な意義はあまり指摘されな
かった。アーカイブズには、(1)適切に保存さ
れた業務記録の参照によって業務遂行を効
率化する、(2)適切に保存された業務記録の公
開によって、市民への挙証説明責任を確保す
る等の理由で、現用から現用終了に至る持続
的な記録管理、すなわち、上記の廃棄・改竄
なども含む、包括的な記録管理が重要だ。 
 こうした関心を、近年の電子環境の普及が
加速している。第一に、ソフトウェアも装置
も多様な電子記録をどう管理し、日常的な利
用や将来の保存・公開体制を確実にするかは
重要な論点である。第二に、電子記録はウェ
ブ上での公開が容易となる点が特徴で、これ
により政府の説明責任への市民の意識を高
める。これらを念頭に電子記録管理の先進地
域であるオーストラリア・ヴィクトリア州に
おいて公文書館 PROV を中心に策定された
電子記録管理標準が VERS である。 
 前回の研究ではこの VERS とそれを推進
する PROV の姿勢について明らかにしたが、
一方で、新たな課題も明らかとなった。すな
わち、記録の作成・利用・保存・公開いずれ
もが、当該社会の文化的・政治的事情に強く
影響されるという点である。VERS は一つの
模範だが、先進的事例だから日本へ移植すれ
ばよいということではない。VERS 策定の文
化的・社会的背景まで捉え、それを日本ほか
の諸国と比較することが不可欠と判明した。
こうした認識を報告すべく 2008 年には国際
社会学機構世界大会でアーカイブズをテー
マにセッションを設け、その認識の妥当性を
海外の研究者からも確認することができた。
これらにより、アーカイブズ研究の視点を、
次の 4 項目に整理できたのである。 
２．研究の目的 
 アーカイブズの社会的意義考察には次の 4
点の調査・研究が必要との認識を踏まえ、こ
れを本研究の目的とした。 
（１）記録による業務コントロール 
 業務記録の適切な管理・保存には記録管理
方式の標準化が必要とされる。行政内部で機
関ごとに方式が異なれば、それらを統合した
アーカイブズも、検索システムの構築も困難
である。それゆえ、特に電子記録作成の標準
化が強力に推進される。記録のとり方の標準
化は、仕事の進め方の標準化を促す。また現
場には、みずからの活動が常に記録に残され
るという意識が醸成され、スタッフの働き方
にも影響する。記録管理のスタイルと業務遂
行のスタイルとの相関という前回の研究課
題を、国際比較の観点から展開する。 
（２）ナレッジマネジメント 
 VERS によって保存・ウェブ公開される電
子記録は外部だけでなく、政府の業務遂行過
程でも参照・利用される。この点で記録管理
record management とナレッジマネジメン

トの関連を調査する。これも国際比較の観点
から展開し、政府関連組織を中心に現地調査
を実施する。ナレッジマネジメント、人、記
録という三者の関係を軸に、記録の活用のあ
り方についての国際比較研究を進める。 
（３）市民社会とアーカイブズ 
 行政のアカウンタビリティ確保とアーカ
イブズは緊密な関係にあるが、アーカイブズ
は基本的に過去の記録を保存・公開する機関
である。行政のアカウンタビリティ確保には
現用段階からの適切な記録管理と、それを支
える法整備が不可欠である。ヴィクトリア州
では 1973 年に公文書法（Public Records 
Act）が成立し、政府機関の作成する文書に
対して現用段階から管理の指針を示す権限
を PROV に付与している。また、ヴィクトリ
ア州都メルボルンの監獄博物館には PROV
の提供した当時の囚人の顔写真や調書など
個人情報を含んだ記録が展示されている。こ
れらは、情報公開と個人情報保護に対する意
識が、社会によって大きく異なることを示唆
する。本研究はこの面で対象とする国を広げ、
社会による相違に関し法制面も含めて比較
研究を進める。 
（４）社会統合・集合的アイデンティティと
アーカイブズ 
 PROV もそうだが、地域の資料を蓄積する
アーカイブズは、その地域の集合的・社会的
なアイデンティティを確保する拠り所とし
て、人々のメンタルな部分にも働きかける。
それはまた、単に出来事の記憶を人々に喚起
するだけでなく、その記憶を一定方向に誘導
しようという意図的な働きを持つ場合もあ
る。本研究ではアーカイブズのこのような側
面にも調査・研究の範囲を広げ、基本的なデ
ータの収集を進めていく。 
３．研究の方法 
■2010 年 
ハンガリーでの現地調査：社会統合・集合的
アイデンティティとアーカイブズ 

アイデンティティと個人情報：ハンガリー・
ブダペストの国立アーカイブズの協力を
得て予備的な調査をする。同館のサイトは
自分の 5代前までの家系図を作成できるサ
ービスを公開しているが、こうしたサービ
スは今の日本では考えられない。この点に
関する意識を中心に調査する。 

歴史と社会統合：ハンガリー人研究者の協力
を得て、ブダペストの House of Terror を
めぐる言説調査をする。これはナチス占領
下およびソ連支配下の時代に秘密警察の
本部となった建物を、そのまま使った博物
館である。戦争や震災など、被害者として
の記憶を残し伝える博物館は国内外に多
い。しかし House of Terror は、「国民」ア
イデンティティに亀裂をもたらす潜在力
を持つ。これは人々の「歴史」や「和解」
ひいては社会統合に関する意識の検討に
貴重である。 

■2011 年 



合衆国での調査：市民社会とアーカイブズ 
アカウンタビリティとアーカイブズ：アメリ
カはアーカイブズ先進国として知られる
が、一方で合衆国の研究者の多くがアーカ
イブズを「エスタブリッシュメントの所有
物」と見ているという。アーカイブズが「彼
らのもの」でありつづける限り、それは市
民社会でアカウンタビリティ確保のため
の役割を担うのは困難である。この点に関
して予備的調査を実施する。 

マイノリティとアーカイブズ：サンフランシ
スコの海外研究協力者は勤務先の州立大
学で、これまで公的記録に残されることの
稀だった社会的マイノリティのデジタル
アーカイブズを構築するプロジェクトを
立ち上げ、アイデンティティやセルフエス
ティメート回復のためのプログラムを推
進している。その取組みを現地調査し、多
文化共存状況でのアーカイブズの役割を
討議する。 

■2012 年 
オーストラリアでの調査：研究目的 4 項目に
わたる全般的調査 

 PROV の調査は本研究の出発点となった
もので、今回特に以下の諸点について調査を
進める。 
記録による業務コントロール：PROV の協力
のもと、記録の作成が電子化・標準化され
て各機関の業務遂行にどのような変化が
見られたか、現場スタッフを対象に調査す
る。また、最近 PROV が州政府各機関に対
して実施している記録管理のコンサルテ
ィングの概要と成果を調査する。 

社会統合・集合的アイデンティティとアーカ
イブズ：VERS を推進する PROV は、一方
でヴィクトリア州の歴史を物語る記録を
積極的にウェブ公開し、館でもテーマ展示
を実施している。公的記録によって歴史を
語ることで、ヴィクトリアの地域アイデン
ティティを醸成することが意識されてい
る。これらについて情報収集を進める。 

■2013 年 
研究成果の公刊：3 年間の研究成果を報告書
として公刊し、大学図書館、日本国内のア
ーカイブズなどに配布する。 

４．研究成果 
 4 年間を通じおおむね良好な研究成果を得
られた。特に本研究申請後に開催が告知され
た国際社会学機構世界大会（2012 年 2 月 16
日～2 月 19 日、インド・デリー）にて急遽ア
ーカイブズに関するセッションを持つこと
とし、海外研究者との連携の強化拡大を図れ
たことは、貴重な収穫となった。 
■2010 年 
（１）ハンガリーでの調査１：国立アーカイ
ブズでは家系図作成サービスを軸として、個
人情報に対するハンガリー社会の意識につ
いて調査した。加えて、旧社会主義国だった
時代の政権アーカイブズを見学できただけ
でなく保管状況、利用状況について詳細な説

明を受けた。その過程で、旧社会主義時代の
情報公開については、秘密警察や市民による
密告体制に関連して、簡単には進められない
問題を含んでいることを確認できた。 
（２）ハンガリーでの調査２：中央ヨーロッ
パ大学付属の Open Society Archives（OSC）
を訪問調査した。市民社会においては、アカ
ウンタビリティを確保する政府の組織アー
カイブズだけでなく、市民レベルの活動に関
するアーカイブズも重要で、両者が補完し合
って市民社会の健全性が担保されるという
点から貴重な示唆を受けた。 
■2011 年 
（１）アメリカでの調査１：ワシントン DC
で政府アーカイブズ機関の調査を実施した。
NARA と議会図書館を訪問し、後者では、立
法府における情報収集機関としての図書館
の役割について情報提供を得た。 
（２）アメリカでの調査２：サンフランシス
コでは州立大学の研究協力者を訪問し、大学
で推進するデジタルアーカイブプロジェク
トについて、および社会的マイノリティのた
めのアーカイブズの意義について他の実働
メンバーも含めて意見交換した。 
（３）アメリカでの調査３：上記協力者の紹
介でサンフランシスコの GLBT 歴史博物館
を訪問し、学芸員ほか館の運営メンバーに聴
取り調査を実施した。これを通じ、アーカイ
ブズや博物館が過去と現在をどう結びつけ
ているかについて示唆を受けた。 
（４）アメリカでの調査４：バークレーで海
外協力者である組織論研究者と面会し、現在
の組織論研究の課題およびアーカイブズの
視点を組織論研究に活かすための方向性に
ついて意見交換した。 
（５）ヨーロッパ圏での調査：研究分担者が
ハンガリー、チェコ、フランスのアーカイブ
ズ関係者を訪問調査した。 
（６）国際学会でのセッション開設：国際社
会学機構世界大会でのセッション開設を急
遽決定し、研究チーム数名で司会と報告を実
施した。このセッションによりアメリカ、オ
ーストラリア、インド、韓国、スペイン、ス
ウェーデンの研究者と連携を進められた。 
（７）国際学会での報告：アメリカで開催さ
れた組織マネジメントに関する国際学会で
研究分担者が報告し、こちらでも研究書の共
同執筆など海外協力者との連携を進めた。 
■2012 年 
（１）オーストラリアでの調査１：キャンベ
ラで海外協力者とオーストラリア戦争記念
館を訪問し、展示およびそれをめぐる館内外
の議論について情報提供を受けた。第二次大
戦では日本はオーストラリアの敵国であり、
日本との交戦に関する展示については今も
深刻な議論がつづけられており「歴史の共
有」にまつわる問題点を整理できた。 
（２）オーストラリアでの調査２：メルボル
ンでヴィクトリア州政府機関数か所の記録
管理担当部署を訪問し、PROV の推進する



VERSが政府の現場にどの程度定着している
か、資料収集および聴取り調査を実施した。 
（３）台湾での調査：2012 年 2 月開催の国
際学会で知己を得た海外協力者と連携し、国
立アーカイブズ、国史館台湾文献館等を調査
した。また、国立東華大学において市民社会
とアーカイブズというテーマで学生向けの
講演を行なった。マイナーなテーマにもかか
わらず重要な内容を含むと理解され、質疑応
答も活発になされた。 
（４）マレーシアでの国際会議の実施：研究
分担者が連携関係を構築し、マレーシアでの
国際会議においてコミュニティ研究に関し
東南アジアの研究者を中心に意見交換を実
施した。 
（５）英文報告書の発行：本研究以前より継
続していたアーカイブズ研究に関する成果
を、国際社会学機構世界大会（2008 年、ハ
ンガリー）、日本社会学会（2010 年、名古屋
大学）での英語セッションをベースとして発
行し、関係者に配布した。 
（６）英文報告書の準備：前年度 2 月にイン
ドの国際学会で開設したアーカイブズに関
するセッションをベースとして、執筆者と連
絡をとりながら英文報告書の作成を進めた。 
■2013 年 
（１）国際学会での報告：6 月開催の国際社
会学機構世界大会（スウェーデン）にて研究
代表者が報告を行なった。アーカイブズの国
際比較研究を進める過程で、「社会における
個人」という古典的な課題がアーカイブズの
あり方にも反映されていることを示し、スウ
ェーデン、ポルトガル、ブラジル等の研究者
より貴重なコメントを得た。 
（２）研究分担者がオランダ・アムステルダ
ムの国際社会史研究所を調査すると共に、所
員ほか現地のアーカイブズ関係者と交流し
て今後の共同研究のための意見交換を実施
した。民間アーカイブズの先進的な取組みは
日本への視差も大きいことが判明した。 
（３）スペインでのアーカイブズ調査：海外
協力者と連携し、2 月にスペイン・バルセロ
ナでカタロニア・ナショナル・アーカイブズ
およびバルセロナ市アーカイブズの調査を
実施した。また、協力者の大学で開催されて
いる研究会で市民社会とアーカイブズをテ
ーマに報告とディスカッションを実施した。 
（４）台湾での国際研究集会：研究分担者が
参画し、3 月に輔仁大学で組織論に関する研
究集会を実施した。日本、台湾からの参加者
を中心に活発な討議をすることができた。 
（５）英文報告書の出版：2012 年 2 月に実
施した国際学会でのセッションをベースに、
新たな執筆者も加えて英文報告書を発行し、
関係者に配布した。2014 年 7 月に開催され
る国際社会学会横浜世界大会 XVIII ISA 
World Congress of Sociology にも持参して
参加者に配布する予定である。 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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